
令和 5年度 Mineみらいトーク＜赤郷地区＞ 

日時：令和 5年８月３日（木） １８：00～19：３０ 場所： 赤郷公民館 大会議室  ５名 

 

団体 （一社）ドリームレッド 

テーマ 

 

１ デマンドバス事業について 

（１）あかまるごうの拡充 

（２）運転手の確保 

（３）将来構想 

２ 公民館の指定管理について 

３ 情報媒体の有効活用について 

（１）地区案内板の設置 

（２）情報交流連絡板の設置 

４ アプリ「ポケットマルシェ」について 

５ 交流人口の拡大・地域の活性化について 

 

要望・質問内容等 当日の回答 補足説明等 

デマンドバスについて、現在、月水金は運行しておら

ず、通院等での利用に支障をきたす場合がある。利用

日、利用時間の拡大はできないか。 

現在、運行していない月水金にデマンドバスを運行すること

は、美東病院の送迎バスと曜日が重複するなど、直ちに実施

することは困難であると考えています。 

しかしながら、現状でもスポットで既定の運行日以外に運行

しておりますので、今後も状況に応じ柔軟に対応していきた

いと考えています。 

 

 

運転手の高齢化により、デマンドバスを運転する中型

免許取得者が減少している。取得に係る支援をいただ

けないか？ 

令和 5年度から免許取得に係る補助制度を創設しましたの

で、ご利用ください。 

 



デマンドバス事業の運営について、開始当初は、市か

ら支援を行うが、最終的には地域による運営を想定して

いる旨の話があったと記憶している。 

現状では、デマンドバス事業を地域のみで運営するこ

とは困難である。今後の市からの支援の見込みは？ 

 

市のデマンドバスに対する考え方は、先ずは制度を維持す

ることであります。従いまして、支援が必要な限りは、今後も

継続して行う考えです。 

 

出張所の業務が郵便局に委任され、職員も減少した。

赤郷地区振興会及びドリームレッドの事務局が交流セン

ターにあり、公民館や公民館長との連携は不可欠と考え

ている。 

将来的には、大田公民館長との兼務や集落支援員の

みの体制にならないか危惧している。今後の市の考え

は？ 

郵便局を赤郷コミュニティセンターに移設したのは、まず

は、この地域に郵便局を存続させたいという想いがあったか

らです。 

地域の方が集落支援員等となり、運営するメリットは多いと

考えますが、コミュニティセンターが避難所に指定されている

ことなどを考慮し、今後も職員を配置する考えであります。 

 

赤郷地域の PR・活性化のため、地域の名所、史跡等

がわかるような案内板を地内の各所に設置したい。 

ついては、看板設置に係る支援をいただけないか。 

地内の多くの場所に看板を設置する場合、民有地への設置

も想定されます。 

したがいまして、公民館の前に纏めて設置するなどの対応

が市からの支援も含め、進めやすいのでは考えています。 

 

 

地域特産品開発として、黒にんにくを販売する事業を

進めている。そういった中、販路確保（拡大）のため、市

から紹介のあった「ポケットマルシェ」の活用を検討して

いる。 

ついては、このアプリのメリットや、市からの支援であ

る送料負担の上限額、来年度以降の対応について知り

たい。 

このたびの「ポケットマルシェ」の取組みについては、本市に

赴任された地域おこし協力隊の隊員が農業振興の取組みとし

て実施しているものです。 

「ポケットマルシェ」については、農林課の方でも、その仕組

みや実績等を確認されており、サービスの評価は高かったと

聞いています。 

市からの送料負担は、「ポケットマルシェ」での販売実績の向

上を目的として実施しているものであります。 

 



予算が関係していますので、支援は予算の範囲内になると

考えます。また、来年度以降の事業展開についても、現時点で

は、具体的なことは申し上げられない状況です。 

 

赤郷地域の交流人口の拡大、地域の活性化のため、

地域の特性を活かした取組みをしたい。その一つの手法

が「アウトドアツーリズム」と考えるが、市の取組状況は

如何に？ 

また、アウトドアツーリズムの推進のためには、地元住

民や関係者による地域の魅力をもっと引き出す取組み

が必要であると考えている。 

秋吉台周辺は、国定公園等に指定されており、環境や

景観保護の観点から、思い切った取り組みが出来ない

と誤解している人も多い。 

まずは、この地域の正しい理解が重要であると考え

る。市の方から、国定公園等の規制等に関して、わかり

やすい基準等を示していただくことはできないか。 

 

アウトドアツーリズムの取り組みについては、県や下関市、

長門市と連携して本年度から本格的な取り組みを開始したと

ころです。 

赤郷地区においてもアウトドアツーリズムとして活用できる

素材が豊富にあると考えているので、地域の皆様方と一緒に

なって推進できればと考えています。 

 なお、秋吉台地域の、関連法規等を踏まえた対応について

は、文化財保護課や文化庁等に確認して、一定の基準のよう

なものが示すことが可能であれば示したいと考えます。 

 

 県道や市道脇の雑草が繁茂しており、通行に支障が出

ている状況である。 

赤郷地域の道路は観光地へ向かうルートになってい

る場所も多い。来訪された方に対しても悪い印象を与え

るのではないか。市の対応は如何に？ 

 県道に対しては、市長会を通じて、要望を提出しているとこ

ろです。市も、市道の草刈りを実施しているところですが、十

分に行き届いていない現状があります。 

このことから、市では、地域の皆様に市道の草刈りをお願い

する事業を実施しています。地域の皆様の要望を受け、本年

度は事業費を増額しおりますので、是非ともご利用いただき、

地域の道路維持・美化にご協力いただきますようお願いしま

す。 

 

 


